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研究成果の概要（和文）：　本研究は、厚生経済学における潜在能力アプローチの可能性を理論的・実証的に探
究し、厚生経済学の枠組みを拡張した。具体的には、第一に社会的厚生汎関数の定義域を拡張しながら、潜在能
力指標に基づく社会的関係関数を構成し、その規範的性質を検討した。第二に同一の資源と利用能力と異なる評
価関数を有する個人が、自己の選好評価に応じて選択した達成点を集計しながら、個人の潜在能力集合を推定し
た。本研究を通じて、高齢女性、視覚障害者、在宅患者など財や資源の利用能力にさまざまな困難をもつ人々の
潜在能力を知ることは、より効率的で公正な資源配分方法に関して住民間に合意と納得を形成する手がかりとな
ることがわかった。

研究成果の概要（英文）：  This research aims at broadening the framework of the traditional welfare 
economics, by exploring the possibility of the capability approach in the welfare economics. 
Concretely, first, we widen the domain of the Sennian social welfare functional and investigate the 
normative characteristics of the social relation function which is formulated with the capability 
indexes, second, we construct an individual’s capability set through aggregating achievement 
vectors of individuals who have similar utilization abilities and resources and different evaluation
 functions, which are freely chosen according to their own evaluations. We have the following 
results: having information on capabilities of order women, persons with limited sights and patients
 with home care services is a clue for making consensus and common understanding among residents in 
general with regard to more efficient and fairer distributional methods of resources.

研究分野： 経済哲学
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１．研究開始当初の背景 
A.センによって提唱された潜在能力アプ

ローチは、財でもなく、効用でもなく、財を
本人の利用能力で変換して実現される諸機
能（移動すること、コミュニケーションする
こと、感染症から逃れていることなど）と、
その選択肢集合（=潜在能力）に着目する。
それは制約付き効用最大化行動という伝統
的経済学の効用アプローチではとらえられ
ない個人の行動様式をとらえる。例えば、最
適値に関する財空間上に定義される効用関
数と、機能空間上に定義される評価関数のず
れ、機能空間上に定義される本人の評価関数
と社会的評価関数のずれは、効率性概念の再
定義を迫る。また、選択可能な機能ベクトル
の集合としての個人の潜在能力集合は、本人
の機能上の客観的利益に反した非可塑的な
適応的選好評価のありかを示唆する。 
このような概念的特徴をもつ潜在能力ア

プローチは医療や福祉、交通計画など多くの
分野から注目され、その応用が試みられてい
る。だが、実のところ、その理論的・操作的
定式化の方法は自明ではない。伝統的な経済
学の手法である効用アプローチ・所得アプロ
ーチと比べてどんな分析上の発見がもたら
されるかについても十分、明らかにされてき
たとはいいがたい。本研究は、厚生経済学に
おける潜在能力アプローチの可能性を探究
すること、それを通じて厚生経済学の枠組み
を拡張することを試みる。 

 
２．研究の目的 
本研究の目的は第一に、社会的選択理論の

枠組みを拡張しながら、潜在能力指標に基づ
く社会的関係関数を構成し、それがどのよう
な規範的性質を満たすかを検討することで
ある。基本モデルは次のとおりである。はじ
めに、公共政策が情報的基礎とする「機能空
間の多次元性」と機能空間それ自体の多様性
に留意しながら、共通の機能空間とで特徴づ
けられる「グループ」を抽出する。続いて、
メンバーの中で最も不遇な個々人の潜在能
力に注目し、政策によるその変化を測定し
（グループ査定）、さらに、政策候補をラン
キングする。以上のグループ査定・グループ
評価、個人査定の 3 つを定義域として、公共
政策に関する社会的関係関数を構成する。は
たして、この社会的関係関数が、パレート基
準とグループ優先性基準を満たすかが検討
される。 
本研究の目的は第二に、観察可能な機能ベ

クトル実現値から観察不可能な潜在能力を
構成すること、具体的には、統計的手法を拡
張しながら、集合的なデータから個人の潜在
能力を推定することである。主な手順は次の
通りである。同一の資源と利用能力をもち、
異なる評価関数を有する個々人が、実現した
達成点に関するデータを集積し、統計的に分
析することにより、彼らに共通する潜在能力
集合を実証的に推定することである。換言す

れば、同一の資源と利用能力をもちながら、
異なる評価関数を有する個々人が、自己の選
好評価に応じて選択した達成点を集計する
ことによって、個々人が選択しなかった達成
点を含む本人の潜在能力集合を推定するこ
とである。 
 
３．研究の方法 
本研究は、理論モデルを仮設的に構築した

うえで、いくつかの問題にその実証的適用を
図り、そこで明らかになった課題を拾って再
度、理論モデルを改良するという方法をとっ
た。 
 実証的適用の柱は以下の通りである。 
（1）コミュニティ調査の展開に基づく「障

害者・高齢者の地域公共交通へのアクセ
シビリティ指標」の開発と潜在能力の測
定（喜多・四辻）。 

（2）日本・スウェーデン患者比較調査の展
開に基づく「患者の well-being と
freedom から見た看護サービスの指標」
（後藤・小林）の開発と潜在能力という
2 つの実証研究をもとに、機能ベクトル
実現値をもとに潜在能力推定値を構成す
る方法と手続きについて、数理的に定式
化するとともに、実践的な有用性を図る。 

（3）視覚障害者の移動潜在能力に関する調
査分析（後藤）。より具体的には、次の諸
点が課題とされる。①移動潜在能力を構
成する機能リストの再吟味②機能の質を
測る基準の再吟味③機能の質低下様態の
新たなリスト化④機能の質低下様態の促
進要因・抑制要因の追加。 

（4）高齢者、特に女性の貧困と不平等の構
造に関する実証的研究。高齢者の健康と
所得の連関に関する調査分析（小塩・森
口） 

 
４．研究成果 
住民たちの利害が対立する状況において

地域公共交通をいかに設計するか、異なる利
用能力を持つ在宅患者に対して看護サービ
ス提供の方法をどのように工夫するか。視覚
障害者の「移動潜在能力」の量的側面のみな
らず、質的側面をいかに捕捉するか。高齢者
女性の健康と所得の連関をどのようにとら
えるか。これらの問題を検討するうえで、潜
在能力アプローチがきわめて有効であるこ
とがわかった。高齢者、障害者、在宅患者な
ど、資源の利用能力においてさまざまな困難
をかかえる人々に関して、本人の所得状況や
主観的満足を越えて、本人の潜在能力に関す
る情報を知ることは、より効率的な資源配分
を可能にするのみならず、衡平な資源配分の
方法に関して、一般の人々の間に合意と納得
を形成する手助けになることがわかった。 

だが、課題も明らかになった。例えば、視
覚障害者の外出の質をとらえるための調査
分析の方法それ自体が明らかではない。週に
1 回外出するという答えが得られたとして、



その外出は安全で有効で自由なものであっ
たのか。外出を控えたことがあるとしたら、
その理由は何であり、代わりに在宅でのくつ
ろぎを増やしたのだとしたら、両者の相対価
格比率はいかなるものであったと推定され
るか。視覚障害者の「移動潜在能力」の実態
に接近する一方で、調査分析の方法それ自体
を吟味する必要がある。 
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